
骨粗しょう症予防教室～栄養編～ 
参加者募集 
　骨粗しょう症とは、骨に含まれるカルシウムなどの量が
減少し骨がもろく折れやすくなる状態をいいます。骨を
強くし、骨折を防ぐためには、若いころからの予防が大
切です。 
　そこで、町では次のとおり「骨粗しょう症予防教室～
栄養編～」を開催しますので、お誘い合わせのうえ、
ぜひご参加ください。 
【月　日】９月２１日（金） 
【時　間】午前９時１５分～午後１時（受付は９時から） 
【場　所】福祉健康センター（長池） 
【対象者】４０歳から６４歳までのかた 
【内　容】・簡易的な骨密度測定 
　　　　・調理実習、試食など 
【持ち物】エプロン・筆記用具 
【参加費】無料 
【申込み】９月１４日（金）までに福祉健康課へお申し込 
　　　　 みください。 
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福祉健康課 
笠松湊と町屋の歴史見学会の開催 中央公民館 
　木曽川学研究協議会では、笠松の歴史の跡をたどり
ながら明治・大正・昭和の時代に活躍した笠松湊の町
屋の暮らしにふれる見学会を開催します。 
【開催日時】１０月５日（金）　午前９時３０分～午後２時 
【定　員】３０人（申込順） 
【対　象】中学生以上 
【参加料】１，５００円（昼食代、入館料、保険代を含む。） 
【集合場所】中央公民館正面玄関 
【行　程】 中央公民館出発（9：45）→キリシタン灯籠

（10：15）→鮎鮓街道笠松問屋跡（10：40）
→美濃郡代笠松陣屋・県庁跡（11：00）→
芭蕉のむくげ塚（11：20）→東流廃寺塔礎
石（11：40）→笠松湊の石畳（12：00）→国
登録有形文化財 杉山邸（12：15杉山邸
にて昼食後、邸内見学）→笠松歴史民俗
資料館（13：30 見学後14：00自由解散） 

【申込開始】９月１０日（月）　午前８時３０分から 
【申込先】木曽川学研究協議会事務局へ、直接、参 
　　　　　加料を添えてお申し込みください。 
【受付場所】各務原市産業文化センター６階木曽川学研 
　　　　　究所内 1３８３-１０４２ 
【受付時間】土曜・日曜・祝日を除く午前８時３０分～午 
　　　　　後５時１５分 
【注意事項】当日は、歩きやすい服装と靴で参加ください。 
 
円空仏めぐり参加者募集 主催／円空連合（岐阜地区） 

【開催日時】平成１９年１０月１７日（水） 
【集合場所】午前８時１５分　ＪＲ岐阜駅前 
　　　　 午前８時４０分　鵜飼ひろば　 
　　　　 ※上記の集合場所のどちらかで乗車 
【コース】岐阜市歴史博物館、円空美術館、関市円空館、
　　　　 美並円空ふるさと館を見学 
【参加費】1,500円（昼食代） 
【募集人数】４５人（応募者多数の場合は抽選） 
【参加対象者】円空連合岐阜地区加盟市町（岐阜市、羽島
　　　　 市、各務原市、山県市、瑞穂市、笠松町）に 
　　　　 在住のかた 
【申込方法】官製はがきの裏に円空仏めぐり参加申込みと 
　　　　 書き、住所、氏名、自宅電話番号、携帯電話
　　　　 番号、乗車場所を記入し、岐阜市神田町１-１１ 
　　　　 岐阜市役所観光コンベンション室内円空連合 
　　　　〔岐阜地区担当〕行（1２６５-４１４１ 内線６２３１）
　　　　 とし、９月２１日（金）までに申込みください。 

第３７回笠松町美術展作品募集 

　第３７回笠松町美術展の作品を募集しています。 
　ぜひご出品ください。 
【開催期間】１１月３日（土）～５日（月） 
【出品者資格】町内に在住、在勤、在学（中学生以上）お
　　　　　よび町内出身者や町内で学習しているかた 
【出品作品点数】１部門２点以内（１人３点まで） 
【申込期限】９月２５日（火） 
【申込方法】出品申込票を中央公民館へ提出（出品 
　　　　　　申込票は中央公民館、松枝公民館、総
　　　　　 合会館にあります。） 
【募集部門・作品規格】 

【問合先】笠松町美術展実行委員会（中央公民館内） 

笠松町美術展実行委員会 

書 

日本画・洋画 
版画・水墨画 

部　　門 作　品　規　格 

彫塑・工芸 

写　　真 

デザイン 

６０号以内 
・額装を原則とし、額には紐をつける。 

陶芸・ちぎり絵・刺繍・人形・パッチワークなど（特
に限定はしません。） 
机上もしくは壁面（ボード）に展示できる大きさ。（壁
面展示物には、つるし紐をつける） 

色紙以上とする。（軸装または額装に限る） 

６つ切りから全紙を原則とし、作品には紐をつける。
ただし、全倍は１人１点とする。（組写真は４つ切り
以下） 

B全判以内を原則とし、額には紐をつける。 
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